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１． はじめに 

羽倉弘之さんの逝去を悼んで、その思い

出を述べさせて頂く機会を頂きまして、僭

越ながら、友人、研究仲間、そして東工大

社会人博士課程の指導教官として、その思

い出を述べることにした。 

 

２．東工大社会人博士課程在学中の中

嶋研究室での思い出 
羽倉さんとの最大の思いでは、2003 年 4

月から 2006 年 3 月まで、中嶋研究室にお

いて社会人博士課程の学生として在学した

３年間の出来事である。研究内容は図１に

全国大会への投稿論文を掲載するが、「３次

元映像観察における眼精疲労」に関する研

究であった。詳しい内容は、文献１を参照

して欲しい。この研究を、さらに進展させ、

IS&T/SPIE 18th Annual Symposium, 

Electronic Imaging SPIE に論文タイトル

「 Study of asthenopia caused by the 

viewing of stereoscopic images」としてプ

レゼンを行った。この論文は、現在、図２

に示すように SPIE Digital Library にから

ダウンロードできる。そしてありがたいこ

とに、検索したところ、多くの３次元映像

の疲労に関する研究論文に引用されている。

しかし本論文は、しかし研究は話題のテー

マであったが、当時としては、先端過ぎて

まとめあげるには困難を極め最終的には博

士の取得までにはいたらなかった。博士取

得までいたらず本当に残念であったと本人

も思っているに相違ない。しかし研究成果

はさることながら、羽倉さんが在学当時の

中嶋研には角文雄先生（元埼玉工業大学教

授）、斉藤豪先生（東工大准教授）、高橋裕

樹先生（電通大准教授）、橋本直己先生（電

通大准教授）、野地朱真先生（尚美学園准教

授）、張英夏先生（東京都市大学准教授）ら

が在籍しており、大変アクティブな時代で

あり苦しくも楽しい大学生活を共に送れた

のではないかと信じている。そして特に深

い思い出というか感謝したいことは、2004

年にロスアンゼルスにおいて SIGGRAPH

が開催された際であるが、開催期間中に偶

然、中嶋の誕生日があった。その際にホテ

ルにおいて、同行していた中嶋研の仲間に

サプライズパーティを開催してもらったこ

とである。これは全て羽倉さんの発案かつ

推進のリーダーであったと聞き、中嶋誕生

日を忘れず、海外においてこのような企画

をして頂いたことは中嶋にとって忘れるこ



とができない思い出となっている。 

 

２．著書：ステレオグラフィックス＆

ホログラフィ執筆の思い出 

羽倉さんは、歩ライド在籍時代の多分 1980

年頃から、安居院研究室に頻繁に訪問して

いた。というのも像情報工学研究施設にお

いて、ホログラフィのエキスパートである

辻内研究室とは、隣あわせともいえるポジ

ションにあり、辻内研訪問の際に安居院研

にも寄り道（？）をしていたとも思える。

そして我々の研究室は、３次元 CG を専門

としていたので、３次元映像生成とそのホ

ロ表示は、一体との関係にあり、その話題

での懇談が頻繁に行われていた。そして、

一緒に３次元関連の本を執筆することにな

り、その結果誕生したのが、図３に示す著

書：ステレオグラフィックス＆ホログラフ

ィである。本書は、1985 年に開催された科

学万博において３次元映像が話題となって

いたので、その紹介も兼ねていた。また本

書は表紙に、石井勢津子さんのホログラム

を飾ってくれたことも特筆すべきことであ

った。おかげ様で、本書の共同執筆以来、

安居院・中嶋研究室においてもホログラフ

ィなどの３次元画像が研究テーマとなった

次第であり、石井勢津子さんを博士課程の

学生としてきてもらえるきっかけとなった

のではないかとも思える。 

 

３．その他もろもろの思い出。 
 羽倉さんとは、上記以外にも多くの思い

出がある。例えば、ポラロイド退社後に、

JCGL に勤務し、３次元アニメーションの

仕事に従事する際に、関わったのが中嶋で

あったこと、また残念ながら会えなかった

が昨年に長野市の実家に訪問を試みたなど、

多々あるが当日紹介したい。最後に、羽倉

さんのご冥福を心よりお祈りしたい。長年、

３次元の研究に従事されご苦労さまでした。 

  

図２ SPIE 掲載論文 



   

 

図１ 2004 年の電子情報通信学会総合全国大会への投稿論文のコピー 



 
図３ 著書：ステレオグラフィックス＆ホログラフィの表紙 

 


